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但しd≡∂/at, ∂ …∂/∂x とする｡
今迄得られているN-ソリトン解 u(N) を
u(N)- ∑ iN=1 ui
(1.1)
(1.2)
と単純和に分解し,各uiが(1･1)の型の方程式を満す様に出来る｡ その場合 ソリトンの相
互作用は引力となり,衝突の前後で各々の個性 (identity)を失わない｡ (図2)又衝突中には
夫々複雑な変形をし, ｢非線形の干渉をする｣といってよかろう｡(グラフは文献 1を見て下
さい｡)
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